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(57)【要約】
　三相または単相の電力供給網（３）にもとづいてバッ
テリ（２）、特に、電動自動車のバッテリを充電するた
めの装置（１）であって、容量アセンブリ（５ｂ）を備
えるフィルタ処理段（５）であって、電力供給網（３）
へと接続されるように意図されているフィルタ処理段を
備える装置。この装置（１）は、前記フィルタ処理段（
５）の入力端子（Ｂｌｓ、Ｂ２、Ｂ３）において測定さ
れる電圧および電流にもとづいて前記容量アセンブリ（
５ｂ）の少なくとも１つのコンデンサ（Ｃ）の容量値の
変化を検出することができる前記容量アセンブリ（５ｂ
）を監視するための手段（８）を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三相または単相の電力供給網（３）からバッテリ（２）、とりわけ電動の自動車のバッ
テリを充電するための装置（１）であって、容量アセンブリ（５ｂ）を備えるフィルタ処
理段（５）であって、電力供給網（３）へと接続されるように意図されているフィルタ処
理段を備え、前記フィルタ処理段（５）の入力（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３）において測定される
電圧および電流から前記容量アセンブリ（５ｂ）の少なくとも１つのコンデンサ（Ｃ）の
容量値の変化を検出することができる前記容量アセンブリ（５ｂ）を監視するための手段
（８）を備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記フィルタ処理段（５）へと接続されたバック段（６）と、バッテリ（２）へと接続
されるように意図され、また前記バック段（６）へと接続されたブースト段（７）とをさ
らに備える請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記監視手段（８）が、前記測定される電圧および電流の特性値を設定するための手段
（２０）と、前記電圧および電流の特性値から前記容量アセンブリの少なくとも１つの代
表パラメータを計算するための手段（２１）と、前記代表パラメータから前記容量アセン
ブリ（５ｂ）のコンデンサの状態を判断するための手段（２２）と、制御信号および／ま
たは前記容量アセンブリ（５ｂ）の劣化をユーザに知らせるための警報信号を伝達するた
めに適した処理手段（２５）とを備えることを特徴とする請求項１または２に記載の装置
（１）。
【請求項４】
　前記特性値がｒｍｓ値である請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記制御信号がバッテリの充電性能レベルを制限することができる請求項３または４に
記載の装置。
【請求項６】
　前記コンデンサの状態を判断するための手段（２２）が、前記代表パラメータと容量定
数との間の差を計算することができる少なくとも１つの計算モジュール（２３）と、前記
計算される差を変動しきい値と比較することができる少なくとも１つの比較モジュール（
２４）とを備えることを特徴とする請求項３～５のいずれか一項に記載の装置（１）。
【請求項７】
　前記監視手段（８）が、装置（１）が電力供給網（３）へと接続されているときかつバ
ッテリ（２）の充電が始まる前に、該監視手段（８）を起動させることができる起動手段
（１９）を備え、前記代表パラメータが、前記監視手段（８）がバッテリ（２）の充電が
始まる前に起動させられたときに、第１の相のｒｍｓ電流値と、該周波数に前記第１の相
と他の相との間のｒｍｓ電圧の値を掛けた積との間の比に比例する請求項１～６のいずれ
か一項に記載の装置（１）。
【請求項８】
　前記監視手段（８）が、バッテリ（２）が単相の電力供給網（３）において充電中であ
るときに前記監視手段（８）を起動させることができる充電中起動手段（２６）を備え、
前記代表パラメータが、前記監視手段（８）が単相の電力供給網（３）における充電の開
始後に起動させられたときに、一方と他方との間の比に相当し、前記一方は、電力供給の
電流のｒｍｓ値の平方の２倍と、前記バック段の入力における電流のｒｍｓ値の平方との
間の差であり、前記他方は、電力供給網の端子におけるｒｍｓ電圧と電力供給網の周波数
との積である請求項１～７のいずれか一項に記載の装置（１）。
【請求項９】
　駆動輪に連結された電気機械と、バッテリ（２）から前記電気機械に電力を供給するこ
とができるインバータ段とを備え、少なくとも部分的に電動である自動車であって、バッ
テリ（２）を充電するための請求項１～８のいずれか一項に記載の装置（１）を備えるこ
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とを特徴とする自動車。
【請求項１０】
　三相または単相の電力供給網（３）からバッテリ（２）、とりわけ電動の自動車のバッ
テリを充電するための装置（１）を制御するための方法であって、前記電力供給網（３）
からの少なくとも１つの入力電圧が、容量アセンブリ（５ｂ）を備えるフィルタ処理段（
５）を使用してフィルタ処理され、前記フィルタ処理段（５）の入力（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３

）における電力供給の電流が測定され、前記フィルタ処理段（５）の入力（Ｂ１、Ｂ２、
Ｂ３）における電力供給の電圧が測定される方法であり、前記容量アセンブリ（５ｂ）の
コンデンサの状態が、前記フィルタ処理段（５）の入力端子（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３）におい
て測定される電圧および電流からの前記容量アセンブリ（５ｂ）の少なくとも１つの代表
パラメータの変化にもとづいて監視されることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記測定された電圧および電流のｒｍｓ値を設定することと、前記ｒｍｓ電圧および電
流値から前記容量アセンブリの少なくとも１つの代表パラメータを計算することと、前記
計算された代表パラメータから前記容量アセンブリ（５ｂ）のコンデンサの状態を判断す
ることと、バッテリの充電性能レベルを制限するための制御信号および前記容量アセンブ
リ（５ｂ）の劣化をユーザに知らせるための警報信号を伝達することとを含む請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記容量アセンブリ（５ｂ）のコンデンサの状態を判断することが、容量定数と前記容
量アセンブリ（５ｂ）の前記代表パラメータとの間の差の絶対値の少なくとも１つの計算
と、前記計算された絶対値の変動しきい値との比較と、を含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記代表パラメータが、前記監視手段がバッテリの充電の開始前に起動させられたとき
に、第１の相のｒｍｓ電流値と、該周波数に前記第１の相と他の相との間のｒｍｓ電圧の
値を掛けた積との間の比に対応し、前記監視手段が単相の電力供給網における充電の開始
後に起動させられたときに、一方と他方との間の比に対応し、前記一方は、電力供給の電
流のｒｍｓ値の平方の２倍と、前記バック段の入力における電流のｒｍｓ値の平方との間
の差であり、前記他方は、電力供給網の端子におけるｒｍｓ電圧と電力供給網の周波数と
の積である、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、電動の自動車について、単相または三相の電力供給網からの高電圧バ
ッテリ充電装置の入力電流をフィルタ処理するための手段に関し、さらに詳しくは、フィ
ルタ処理手段の状態の監視に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高電圧のバッテリ充電システムにおいては、電力網からの電力が、２つのコンバータ、
すなわち降圧コンバータ（「バック」）および昇圧コンバータ（「ブースト」）を順に通
ってバッテリへともたらされる。これら２つのコンバータは、それぞれ、一連のスイッチ
を所望の出力電流および／または出力電圧の関数として制御される周波数で連続的に開閉
することによって、自身の入力端子と出力端子との間の電圧比を小さくし、あるいは大き
くする。
【０００３】
　そのような充電システムが、例えば三相または単相の回路から車両のバッテリを充電す
ることを可能にする自動車用の組み込みの充電システムに関する仏国特許出願第２　９４
３　１８８号明細書に記載されており、この充電回路は、電流の生成または車両の推進な
どの他の機能ももたらす電気機械のコイルを取り入れている。
【０００４】
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　電力供給網から得られる電流のチョッピングにより、取り出される電流に高周波成分、
すなわち一般的には５０Ｈｚである配電網の基本波よりも高次の高調波が生じる。
【０００５】
　電気エネルギの供給業者が、取り出される電流の高調波について基準を課しているため
、このような充電システムも、バック入力段にＲＬＣ（抵抗－誘導－容量）方式のフィル
タ処理手段を備える。
【０００６】
　フィルタ処理手段は、通常は、電磁適合性（ＥＭＣ）フィルタならびに配電網の各相間
のフィルタ処理をもたらすための「スター」配置のフィルタ処理コンデンサを備える容量
式のフィルタを備える。ＥＭＣフィルタは、例えば、充電システムのバック段およびブー
スト段のトランジスタによって生成される電流パルスのフィルタ処理を可能にするコモン
モードインダクタンスおよびキャパシタンスを有するフィルタである。したがって、フィ
ルタ処理手段が、電流が配電網の運営者が課す高調波に関する配電網の接続の制約および
自動車の分野の制約を満たすように、吸収される電流をフィルタ処理することを可能にす
る。
【０００７】
　中性点を含む構成においては、容量性フィルタが、中性線とフィルタ処理コンデンサの
共有点との間に配置された中性点フィルタ処理コンデンサをさらに備える。この後者のコ
ンデンサは、中性線と各相との間のフィルタ処理を実行可能にする。
【０００８】
　しかしながら、このような容量性フィルタは、１つ以上のコンデンサの劣化または老化
によって性能が低下する可能性がある。そのような容量性フィルタの性能低下により、フ
ィルタ処理の効果が失われ、配電網の不安定につながる可能性がある。
【０００９】
　容量性フィルタを監視するために、バッテリに接続された容量性フィルタの監視を実行
するシステムを記載している米国特許第４　４１９　６２１号明細書を参照することがで
きる。該監視システムは、信号の周波数分析を使用している。しかしながら、そのような
装置は、単純な故障の検出にとってきわめて複雑である。
【００１０】
　また、稼働中の電解コンデンサについて診断の実行を可能にする装置が、米国特許第５
　８８０　５８９号明細書から知られている。
【００１１】
　さらに、システムの各々のコンデンサの値を正確に計算することを可能にする特定の式
の使用を記載している米国特許出願公開第２０１０／０３２１０３８号明細書を参照する
ことができる。しかしながら、そのような装置も、単純な故障の検出にとってきわめて複
雑であり、高価である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】仏国特許出願第２　９４３　１８８号
【特許文献２】米国特許第４　４１９　６２１号
【特許文献３】米国特許第５　８８０　５８９号
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１０／０３２１０３８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の目的は、単相または三相の配電網に接続された容量性フィルタのコンデンサの
うちの１つ以上について生じうる変化を検出し、充電性能のレベルを下げるとともに、ユ
ーザに容量性フィルタの交換の必要性を知らせ、あるいはこの劣化がきわめて大きい場合
には電気自動車のバッテリの充電を防止することをも可能にする単純かつ安価な監視装置
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および方法を提案することによって、上述の欠点を軽減することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一態様によれば、一実施形態において、三相または単相の電力供給網からバッテリ、と
りわけ電動の自動車のバッテリを充電するための装置であって、容量アセンブリを備える
フィルタ処理段であって、電力供給網へと接続されるように意図されているフィルタ処理
段を備える装置が提案される。一実施形態においては、この装置が、前記フィルタ処理段
へと接続されたバック段と、バッテリへと接続されるように意図され、前記バック段へと
接続されたブースト段とを備えることができる。
【００１５】
　全体的な特徴によれば、この装置が、前記フィルタ処理段の入力において測定される電
圧および電流から前記容量アセンブリの少なくとも１つのコンデンサの容量値の変化を検
出することができる前記容量アセンブリの監視のための手段を備える。
【００１６】
　好ましくは、前記監視手段が、前記測定される電圧および電流の特性値を設定するため
の手段と、前記電圧および電流の特性値から前記容量アセンブリの少なくとも１つの代表
パラメータを計算するための手段と、前記計算された代表パラメータから前記容量アセン
ブリのコンデンサの状態を判断するための手段と、制御信号および／または前記容量アセ
ンブリの劣化をユーザに知らせるための警報信号を伝達するために適した処理手段とを備
える。
【００１７】
　前記電圧および電流の特性値は、例えば、これらの電圧および電流のｒｍｓ値であって
よい。
【００１８】
　一実施形態においては、前記制御信号が、バッテリの充電性能レベルの制限を生じさせ
ることができる。
【００１９】
　有利には、前記コンデンサの状態を判断するための手段が、前記代表パラメータと容量
定数との間の差の絶対値を計算することができる少なくとも１つの計算モジュールと、前
記計算された絶対値を変動しきい値と比較することができる少なくとも１つの比較モジュ
ールとを備える。
【００２０】
　前記監視手段は、前記装置が電力供給網へと接続されているときかつバッテリの充電が
始まる前に、前記監視手段を起動させることができる起動手段をさらに備えることができ
、前記代表パラメータが、前記監視手段がバッテリの充電が始まる前に起動させられたと
きに、第１の相のｒｍｓ電流値と、周波数に前記第１の相と他の相との間のｒｍｓ電圧の
値を掛けた積との間の比に比例する。
【００２１】
　好ましくは、前記監視手段が、バッテリが単相の電力供給網において充電中であるとき
にこの監視手段を起動させることができる充電中起動手段を備えることができ、前記代表
パラメータが、前記監視手段が単相の電力供給網における充電の開始後に起動させられた
ときに、一方と他方との間の比に相当し、前記一方は、電力供給の電流のｒｍｓ値の平方
の２倍と、前記バック段の入力における電流のｒｍｓ値の平方との間の差であり、前記他
方は、電力供給網の端子におけるｒｍｓ電圧と電力供給網の周波数との積である。
【００２２】
　別の態様によれば、駆動輪に連結された電気機械と、バッテリから前記電気機械に電力
を供給することができるインバータ段とを備え、少なくとも部分的に電動である自動車で
あって、バッテリを充電するための上述のとおりの装置を備えることを特徴とする自動車
が提案される。
【００２３】
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　別の態様によれば、一実施例において、三相または単相の電力供給網からバッテリ、と
りわけ電動の自動車のバッテリを充電するための装置を制御するための方法であって、前
記電力供給網からの少なくとも１つの入力電圧が、容量アセンブリを備えるフィルタ処理
段を使用してフィルタ処理され、前記フィルタ処理段の入力における電力供給の電流が測
定され、前記フィルタ処理段の入力における電力供給の電圧が測定される方法が提案され
る。
【００２４】
　全体的な特徴によれば、前記容量アセンブリのコンデンサの状態が、前記フィルタ処理
段の入力端子において測定される電圧および電流からの前記容量アセンブリの少なくとも
１つの代表パラメータの変化にもとづいて監視される。
【００２５】
　好ましくは、この方法が、前記測定される電圧および電流のｒｍｓ値を設定することと
、前記ｒｍｓ電圧および電流値から前記容量アセンブリの少なくとも１つの代表パラメー
タを計算することと、前記計算された代表パラメータから前記容量アセンブリのコンデン
サの状態を判断することと、バッテリの充電性能レベルを制限するための制御信号および
前記容量アセンブリの劣化をユーザに知らせるための警報信号を伝達することとを含む。
【００２６】
　前記容量アセンブリのコンデンサの状態を判断することは、有利には、容量定数と前記
容量アセンブリの前記代表パラメータのうちの１つとの間の差の絶対値の少なくとも１つ
の計算と、前記計算された減算の結果の変動しきい値との比較とを含むことができる。
【００２７】
　好ましくは、前記代表パラメータが、前記監視手段がバッテリの充電が始まる前に起動
させられたときに、第１の相のｒｍｓ電流値と、周波数に前記第１の相と他の相との間の
ｒｍｓ電圧の値を掛けた積との間の比に対応し、前記監視手段が単相の電力供給網におけ
る充電の開始後に起動させられたときに、一方と他方との間の比に対応し、前記一方は、
電力供給の電流のｒｍｓ値の平方の２倍と、前記バック段の入力における電流のｒｍｓ値
の平方との間の差であり、前記他方は、電力供給網の端子におけるｒｍｓ電圧と電力供給
網の周波数との積である。
【００２８】
　本発明の他の利点および特徴が、決して本発明を限定するものではない実施例および実
施形態についての詳細な説明ならびに添付の図面を検討することによって、明らかになる
であろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】自動車のバッテリを充電するための一実施形態による装置を概略的に示している
。
【図２】図１の充電装置の一実施形態をさらに詳しく示している。
【図３】図１の充電装置を監視するための手段をさらに詳しく示している。
【図４】一実施例による充電装置を制御するための方法のフロー図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、バッテリ２を充電するために三相または単相の電力供給網３へと接続されるよ
うに意図された自動車のバッテリ２を充電するための装置１を概略的に示している。
【００３１】
　装置１は、充電装置１を電力供給網３へと接続することを可能にする接続手段４と、装
置１によって取り出された電力供給網３からの電流をフィルタ処理するためのフィルタ処
理段５と、フィルタ処理段５の出力に接続され、電力供給網３から得られた交流の整流を
可能にするバック段６と、バック段６とバッテリ２との間に接続されたブースト段７とを
備える。
【００３２】
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　フィルタ処理手段５は、電磁適合性（ＥＭＣ）フィルタ５ａおよび容量アセンブリ５ｂ
を備える。ＥＭＣフィルタ５ａは、例えば、装置１のバック段６およびブースト段７のト
ランジスタによって生成される電流パルスのフィルタ処理を可能にするするコモンモード
インダクタンスおよびキャパシタンスを有するフィルタである。フィルタ処理手段５が、
電流が配電網の運営者が課す高調波に関する配電網の接続の制約および自動車の分野の制
約を満たすように、正しく吸収された電流をフィルタ処理することを可能にする。
【００３３】
　容量アセンブリ５ｂは、各相の間に２つのコンデンサが接続されるよう、いわゆる「ス
ター」配置に接続されたコンデンサを備える。コンデンサのいわゆる「スター」配置の代
わりに、コンデンサ５ｂをいわゆる「デルタ」配置（図示せず）に配置することも可能で
あり、すなわちコンデンサをＥＭＣフィルタ処理手段５ａの出力において各相と中性点と
の間に配置することも可能である。これにより、コンデンサを通過する電流の値が小さく
なる。
【００３４】
　装置１は、容量アセンブリ５ｂの少なくとも１つのコンデンサの値の変化を検出するこ
とができる容量アセンブリ５ｂの監視のための手段８をさらに備える。
【００３５】
　図２は、図１の充電装置をさらに詳しく示している。
【００３６】
　ブースト段７が、図において誘導コイルＬｄに直列に配置された抵抗Ｒｄによって記号
的に表されている誘導素子９を介してバック段６へと接続されている。
【００３７】
　装置１は、三相および単相の両方の電源に接続できるため、接続手段４は、フィルタ処
理段５の入力に接続され、電力供給網３へと接続されることができる３つの端子Ｂ１、Ｂ

２、Ｂ３を備える。三相の充電モードにおいては、３つの端子Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３が、三相
の電力供給網へと接続される。単相の充電モードにおいては、入力Ｂ１およびＢ２だけが
、入力電圧Ｖｉおよび入力電流Ｌを伝達する単相の電力供給網へと接続される。各々の入
力端子Ｂ１、Ｂ２、およびＢ３が、ＥＭＣフィルタ５ａのフィルタ処理ブランチへと接続
される。ＥＭＣフィルタ５ａの各々のフィルタ処理ブランチは、２つの並列なブランチを
備え、一方が値Ｌ２のコイルを有し、他方が値Ｌｉのコイルおよび値Ｒの抵抗を直列に有
する。
【００３８】
　これら２つのフィルタ処理ブランチの各々の出力が、ＥＭＣフィルタ５ａのフィルタ処
理ブランチの各々についてそれぞれＤ１、Ｄ２、Ｄ３と称される地点において、接地にも
接続された容量アセンブリ５ｂの容量Ｃのコンデンサへと接続されている。容量Ｃの種々
のコンデンサがいずれも、図２においてＮで示されている共有点または中性点へと接続さ
れている。値Ｒの抵抗、値ＬｉまたはＬ２のコイル、および容量Ｃのコンデンサの集まり
が、バック段３の入力におけるＲＬＣ形式のフィルタを構成している。
【００３９】
　単相の充電モードにおいては、端子Ｂ３が、電力供給網に接続されない。端子Ｂ３へと
接続されたブランチは、三相の充電の場合にしか考慮されないため、破線によって示され
ている。破線によって表されている電気回路の残りの素子は、三相の電力供給網への接続
の状況においてのみ使用される素子である。
【００４０】
　バック段６は、地点Ｄ１、Ｄ２、およびＤ３によってフィルタ処理段５へと接続される
。バック段６は、各々が制御ユニット１２によって制御される２つのスイッチＳi、Ｓ２

、またはＳ３を有する３つの並列なブランチ６ａ、６ｂ、および６ｃを備える。
【００４１】
　ブランチ６、７、および８の共通の端部が、バック段６の２つの出力端子を構成してい
る。一方の端子が、バッテリ２の「－」端子およびブースト段７の第１の入力１０へと接
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続されている。他方の端子は、電気機械９の第１の端子へと接続され、電気機械９の他方
の端子は、ブースト段７の第２の入力１１へと接続されている。
【００４２】
　ブースト段７は、制御ユニット１２によって別個独立に駆動することができる２つのス
イッチＳ４およびＳ５を備える。これら２つのスイッチＳ４およびＳ５は、ブースト段７
の第１の入力１０とバッテリ２の「＋」端子とを接続しているブランチに位置している。
電気機械９が接続されたブースト段７の第２の入力１１は、２つのスイッチＳ４およびＳ

５の間に接続され、スイッチＳ４が、第２の入力１１とバッテリ２の「＋」端子との間に
接続され、スイッチＳ５が、第１の入力１０と第２の入力１１との間に接続されている。
【００４３】
　装置１は、第１の端子Ｂ１へと接続されたブランチを循環する電流Ｌ、第２の端子Ｂ２

へと接続されたブランチを循環する電流Ｉ２、および第３の端子Ｂ３へと接続されたブラ
ンチを循環する電流Ｉ３をそれぞれ測定することができる第１の電流センサ１３、第２の
電流センサ１４、および第３の電流センサ１５を備える。
【００４４】
　さらに装置は、第１の端子Ｂｉと第２の端子Ｂ２との間の電圧Ｖｉ、第２の端子Ｂ２と
第３の端子Ｂ３との間の電圧Ｖ２、および第１の端子Ｂｉと第３の端子Ｂ３との間の電圧
Ｖ３をそれぞれ測定することができる第１の電圧センサ１６、第２の電圧センサ１７、お
よび第３の電圧センサ１８を備える。
【００４５】
　電圧センサ１６～１８および電流センサ１３～１５は、装置の監視手段８へと接続され
ている。単相の電力供給網における充電の場合には、第１の電流センサ１３からの測定値
および第１の電圧センサ１６からの測定値だけが、容量アセンブリ５ｂの容量Ｃのコンデ
ンサの状態の監視に使用される。電流センサ１４からの測定値を、電流センサ１３の故障
の場合に電流センサ１３からの測定値の代わりに使用できることに、注意すべきである。
【００４６】
　図３は、図１のバッテリ２を充電するための装置１の監視手段８をさらに詳しく示して
いる。
【００４７】
　監視手段８は、装置が電力供給網３へと接続されたとき、充電の開始前に監視手段８を
起動させることができる起動手段１９を備える。
【００４８】
　監視手段８は、第１、第２、および第３の電圧センサ１６、１７、１８によってそれぞ
れ測定される電圧Ｖｉ、Ｖ２、Ｖ３の値ならびに第１、第２の、および第３の電流センサ
１３、１４、１５によってそれぞれ測定される電流の強度Ｉｉ、Ｉ２、Ｉ３を入力として
受け取るｒｍｓ値を設定するための手段２０を備える。ｒｍｓ値を設定するための手段２
０は、出力として、電圧Ｖｉ、Ｖ２、Ｖ３のｒｍｓ値Ｖ１ｅ、Ｖ２ｅ、Ｖ３ｅならびに電
流Ｌ、Ｉ２、Ｉ３のｒｍｓ値Ｉ１ｅ、Ｉ２ｅ、Ｉ３ｅを伝達する。
【００４９】
　起動手段１９は、電力供給網３の充電装置１への接続に対応する電流の測定値が電流セ
ンサ１３～１５のうちの１つによって設定手段２０へと伝達されるとすぐに、起動手段が
設定手段２０を起動するように、設定手段２０へと接続されている。
【００５０】
　監視手段８は、容量アセンブリ５ｂの少なくとも１つの代表パラメータを計算するため
の計算手段２１を備え、この計算手段２１の出力が、計算された代表パラメータから容量
アセンブリ５ｂの容量Ｃのコンデンサの状態を判断するための手段２２へと接続されてい
る。
【００５１】
　計算手段２１は、ｒｍｓの電圧値Ｖ１ｅ、Ｖ２ｅ、Ｖ３ｅおよび電流値Ｉ１ｅ、Ｉ２ｅ

、Ｉ３ｅを入力として受け取り、各相について、すなわち端子Ｂ１、Ｂ２、またはＢ３へ
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と接続された各々のブランチについて、容量アセンブリ５ｂの少なくとも１つの代表パラ
メータを計算する。
【００５２】
　充電装置１が三相の電力供給網３へと接続される場合、監視手段８が、起動手段１９に
よってバッテリ２の充電の開始に先立って起動させられる。この時点で、Ｌ＝Ｉｃ１、Ｉ

２＝Ｉｃ２、Ｉ３＝Ｉｃ３である（特に、図２を参照）。容量アセンブリ５ｂが平衡な系
を構成しているので、すなわち２つの相の間に接続されたコンデンサが、他の各組の相の
間に接続されたコンデンサと同じ値を有するので、以下の関係が各相について成立する。

【００５３】
　ここで、/は電力供給網３から分配される電流の（測定による）周波数であり、Ｉｅは
、相の電流のｒｍｓ値（すなわち、Ｉｅ１、Ｉｅ２、またはＩｅ３）であり、Ｖｅは、こ
の相を含む２つの相の間の電圧のｒｍｓ値であり、ｋは、ＥＭＣフィルタ５ａに依存する
係数であり、Ｃは、２つの相の間に接続された等価静電容量の値である。平衡な系におい
ては、すべての静電容量が等しく、項ｋπＣが、コンデンサが不良にならない限りは一定
である。したがって、項ｋπＣは、容量定数と呼ばれる。この項は、準備段階における較
正によって得られる。
【００５４】
　電流Ｉｉが循環する第１の相と中性点との間に接続されたコンデンサの状態を点検する
ために、計算手段２１が、以下の代表パラメータの組を計算する。

【００５５】
　同様に、電流Ｉ２が循環する第２の相と接地との間に接続されたコンデンサの状態を点
検するために、計算手段２１が、以下の代表パラメータの組を計算する。

【００５６】
　電流Ｉ３が循環する第３の相と中性点との間に接続されたコンデンサの状態を点検する
ために、計算手段２１が、以下の代表パラメータの組を計算する。

【００５７】
　容量アセンブリ５ｂの状態を表すこれら３組のパラメータが、容量アセンブリ５ｂのコ
ンデンサＣの状態を判断するための手段２２へと送信される。各相についての代表パラメ
ータの組を使用することで、容量アセンブリ５ｂのどのコンデンサが不良であるかを判断
することが可能になる。
【００５８】
　判断手段２２は、受信される各々の代表パラメータについて、代表パラメータと容量定
数ｋπＣとの間の差の結果の絶対値、すなわち下記を出力として伝達する計算モジュール
２３を備える。
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【００５９】
　各相について、絶対値の組がこのようにして得られ、比較器２４へと伝達される。組の
各々の絶対値が、変動しきい値と比較される。結果のうちの少なくとも１つの絶対値が変
動しきい値よりも大きい場合、この相と中性点との間に接続されたコンデンサCが劣化し
ている。
【００６０】
　３つの比較器２４の出力が、バッテリ２の充電性能レベルを制限するための制御信号な
らびにユーザに容量アセンブリ５ｂの劣化および交換の必要性を知らせる警報信号を出力
として伝達することができる処理モジュール２５へと接続される。
【００６１】
　充電装置１が端子ＢｉおよびＢ２によって単相の電力供給網３へと接続される場合、た
だ１つの代表パラメータが計算手段２１によって計算される。

【００６２】
　この代表パラメータが、下記の絶対値を計算するために計算モジュール２３へと計算手
段２１によって伝達される。

【００６３】
　正しく計算された絶対値が、変動しきい値との比較のために比較器２４へと伝達される
。絶対値が変動しきい値よりも小さい場合、２つの相の間に接続された静電容量Ｃのコン
デンサは、劣化していないと考えられる。そうでない場合、充電の制限およびユーザへの
警報を制御するための信号が処理モジュール２５へと伝達される。
【００６４】
　装置が単相の電力供給網３へと接続される場合、バッテリ２の充電中に監視を実行する
ことも可能である。このために、監視手段が、計算手段２１を制御することができる充電
中起動モジュール２６を備える。
【００６５】
　バッテリ２が充電中であるとき、以下の関係が成立する。

【００６６】
　ここで、Ｉｆは、地点Ｄｉとバック段６との間を循環する電流であり、Ｕｃは、端子Ｂ
ｉおよびＢ２の間に接続された２つのコンデンサの端子における電圧である。制御ユニッ
ト１２が、ＵｃおよびＩｆが同相であるようにバッテリの充電を駆動する。Ｉｆが駆動さ
れるとき、その値は既知であり、ソフトウェアデータに対応する。
【００６７】
　電流Ｉｆおよび電圧Ｕｃが同相であるため、先の関係を以下のように記述することがで
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き
る。

ここで、φはＥＭＣフィルタに起因する位相オフセットであり、Ｕｃ＝ｋＶｉと近似され
ている。
【００６８】
　ここから、ｒｍｓの電流および電圧値を考慮することにより、以下の式を導出すること
ができる。

【００６９】
　ここで、/は単相の電力供給網３によって分配される電流の周波数であり、Ｉｕは、フ
ィルタ処理手段５の入力における電流のｒｍｓ値であり、Ｖｕは、２つの端子Ｂｉおよび
Ｂ２の間の電圧のｒｍｓ値であり、ｋは、ＥＭＣフィルタ５ａに依存した係数である。
【００７０】
　単相の電力供給網３からの充電の最中に容量アセンブリ５ｂの状態を監視するために、
充電中起動モジュール２６によって起動させられた計算手段２１が、以下の代表パラメー
タを計算する。

【００７１】
　次いで、この代表パラメータが、下記の絶対値を計算する計算モジュール２３へと伝達
される。

【００７２】
　正しく計算された絶対値が、変動しきい値との比較のために比較器２４へと伝達される
。絶対値が変動しきい値よりも大きい場合、２つの端子ＢｉおよびＢ２の間に接続された
コンデンサＣのうちの１つが劣化している。
【００７３】
　コンデンサの劣化が少なくとも１つの比較器２４によってこのように検出されるとき、
処理モジュール２５が、バッテリ２の充電性能レベルを制限するための制御信号ならびに
容量アセンブリ５ｂの劣化および交換の必要性をユーザに知らせる警報信号を、出力とし
て伝達する。
【００７４】
　図４は、一実施例による充電装置（１）を制御するための方法のフロー図を概略的に示
している。
【００７５】
　第１のステップ４００において、電力供給網３への充電装置の接続が、電流センサ１３
～１５および電圧センサ１６～１８によって生成される装置１の入力端子Ｂ１、Ｂ２、Ｂ
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３における電流および電圧の測定値によって検出される。
【００７６】
　次のステップ４１０において、電圧および電流の測定値から、接続された電力供給網３
が単相の電力供給網であるか、三相の電力供給網であるかが判断される。
【００７７】
　次のステップ（単相の電力供給網の場合には４２０、三相の電力供給網の場合には４２
０’）において、バッテリ２の充電が始まったか否かが判断される。始まっていない場合
、次のステップ（単相の電力供給網の場合には４３０、三相の電力供給網の場合には４３
０’）において、監視手段８が起動させられ、電力供給網３が単相である場合には代表パ
ラメータが計算され、電力供給網３が三相である場合には３組の代表パラメータが計算さ
れる。
【００７８】
　次のステップ（単相の電力供給網の場合には４４０、三相の電力供給網の場合には４４
０’）において、代表パラメータと容量定数との間の差の絶対値が計算される。
【００７９】
　次のステップ（単相の電力供給網の場合には４５０、三相の電力供給網の場合には４５
０’）において、コンデンサの劣化の存在が、計算された絶対値と変動しきい値との比較
から検出される。
【００８０】
　単相の電力供給網の場合には、計算された絶対値が変動しきい値よりも大きい場合に、
次のステップ４６０において、容量アセンブリ５ｂの少なくとも１つのコンデンサが劣化
しており、バッテリ２の充電性能レベルを制限するための制御信号が伝達される。ユーザ
に容量アセンブリ５ｂの劣化を知らせる警報信号が伝達される。
【００８１】
　三相の電力供給網の場合には、代表パラメータの組のうちの少なくとも１つの絶対値が
変動しきい値よりも大きい場合に、該当の相と中性点との間に接続された容量アセンブリ
５ｂのコンデンサが劣化している。次のステップ４６０’において、バッテリ２の充電性
能レベルを制限するための制御信号が伝達され、ユーザに容量アセンブリ５ｂの劣化を知
らせる警報信号が伝達される。
【００８２】
　不良が検出されない場合、信号は送信されない。
【００８３】
　ステップ４２０において、バッテリ２の充電がすでに始まっていることが検出される場
合、充電中起動手段２６による充電中監視の起動が待機される。三相の電力供給網への接
続の場合（ステップ４２０’）、充電中監視は実行されない。
【００８４】
　このようにして、本発明は、単相または三相の配電網に接続された容量性フィルタのコ
ンデンサのうちの１つ以上について生じうる変化を検出し、充電性能のレベルを下げると
ともに、ユーザに容量性フィルタの交換の必要性を知らせ、あるいはこの劣化がきわめて
大きい場合に電気自動車のバッテリの充電を防止することをも可能にする単純かつ安価な
監視装置および方法を提案する。
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